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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月15日(2016.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データを取得する情報取得部と、
　外部装置と通信を行う通信部と、
　を含み、
　前記通信部は、
　前記データを、複数のパケットにより構成される複数のブロックに分割し、アクノリッ
ジなしリードのプロパティが与えられた第１のキャラクタリスティックで、前記ブロック
を送信し、前記外部装置におけるブロックの受信結果を、アクノリッジ付きライトの前記
プロパティが与えられた第２のキャラクタリスティックで受信することを特徴とする情報
処理装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記通信部は、
　前記受信結果として、前記ブロックの送信に対するアクノリッジを、前記第２のキャラ
クタリスティックで受信した場合には、前記外部装置による前記ブロックの受信が成功し
たと判定することを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】
　請求項１又は２において、
　前記通信部は、
　前記受信結果として、送信した前記ブロックに含まれる前記複数のパケットのうちのい
ずれかのパケットを示すシーケンス番号を、前記第２のキャラクタリスティックで受信し
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た場合には、前記パケットのうち、前記シーケンス番号に対応するパケットから再送を行
うことを特徴とする情報処理装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかにおいて、
　前記通信部は、
　前記データを送信可能な状態になった場合に、アクノリッジ付きリードの前記プロパテ
ィが与えられた第３のキャラクタリスティックで、前記データのアップロードデータサイ
ズを前記外部装置へ送信することを特徴とする情報処理装置。
【請求項５】
　データを取得する情報取得部と、
　外部装置と通信を行う通信部と、
　を含み、
　前記通信部は、
　前記データを、複数のパケットにより構成される複数のブロックに分割し、アクノリッ
ジなしライトのプロパティが与えられた第１のキャラクタリスティックで、前記ブロック
を受信し、前記ブロックの受信結果を、アクノリッジ付きリードの前記プロパティが与え
られた第２のキャラクタリスティックで送信することを特徴とする情報処理装置。
【請求項６】
　請求項５において、
　前記通信部は、
　送信された前記ブロックに含まれる前記複数のパケットのうち、受信に失敗したパケッ
トに対応するシーケンス番号を、前記受信結果として、前記第２のキャラクタリスティッ
クで送信することを特徴とする情報処理装置。
【請求項７】
　請求項５又は６において、
　前記通信部は、
　前記受信結果として、受信した前記ブロックに含まれる前記複数のパケットのうちのい
ずれかのパケットを示すシーケンス番号を、前記第２のキャラクタリスティックで送信し
た場合には、前記シーケンス番号に対応するパケットから前記複数のパケットを再度受信
することを特徴とする情報処理装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれかにおいて、
　前記通信部は、
　アクノリッジ付きライトの前記プロパティが与えられた第４のキャラクタリスティック
で、通信速度変更指示を受信し、受信した前記通信速度変更指示に基づいて通信速度を変
更し、アクノリッジ付きリードの前記プロパティが与えられた第５のキャラクタリスティ
ックで、通信速度変更完了通知を送信することを特徴とする情報処理装置。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれかにおいて、
　前記データは、
　脈拍数、歩数、消費カロリー、摂取カロリー、精神ストレス情報及び睡眠情報のうちの
少なくとも１つの生体情報を含むことを特徴とする情報処理装置。
【請求項１０】
　データを取得し、
　前記データを、複数のパケットにより構成される複数のブロックに分割し、
　アクノリッジなしリードのプロパティが与えられた第１のキャラクタリスティックで、
前記ブロックを外部装置へ送信し、
　前記外部装置におけるブロックの受信結果を、アクノリッジ付きライトの前記プロパテ
ィが与えられた第２のキャラクタリスティックで受信することを特徴とする通信方法。
【請求項１１】
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　データを取得し、
　前記データを、複数のパケットにより構成される複数のブロックに分割し、
　アクノリッジなしライトのプロパティが与えられた第１のキャラクタリスティックで、
前記ブロックを外部装置から受信し、
　前記ブロックの受信結果を、アクノリッジ付きリードの前記プロパティが与えられた第
２のキャラクタリスティックで前記外部装置へ送信することを特徴とする通信方法。
【請求項１２】
　データを取得する第１の情報処理装置と、
　前記第１の情報処理装置と通信を行う第２の情報処理装置と、
　を含み、
　前記第１の情報処理装置は、
　前記データを、複数のパケットにより構成される複数のブロックに分割し、アクノリッ
ジなしリードのプロパティが与えられた第１のキャラクタリスティックで、前記第２の情
報処理装置へ前記ブロックを送信し、
　前記第２の情報処理装置は、
　前記第１のキャラクタリスティックで前記ブロックを受信し、前記ブロックの受信結果
を、アクノリッジ付きライトの前記プロパティが与えられた第２のキャラクタリスティッ
クで前記第１の情報処理装置へ送信し、
　前記第１の情報処理装置は、
　前記第２のキャラクタリスティックで前記受信結果を受信することを特徴とする通信シ
ステム。
【請求項１３】
　データを取得する第１の情報処理装置と、
　前記第１の情報処理装置と通信を行う第２の情報処理装置と、
　を含み、
　前記第１の情報処理装置は、
　前記データを、複数のパケットにより構成される複数のブロックに分割し、アクノリッ
ジなしライトのプロパティが与えられた第１のキャラクタリスティックで、前記第２の情
報処理装置へ前記ブロックを送信し、
　前記第２の情報処理装置は、
　前記第１のキャラクタリスティックで前記ブロックを受信し、前記ブロックの受信結果
を、アクノリッジ付きリードの前記プロパティが与えられた第２のキャラクタリスティッ
クで前記第１の情報処理装置へ送信し、
　前記第１の情報処理装置は、
　前記第２のキャラクタリスティックで前記受信結果を受信することを特徴とする通信シ
ステム。
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